








1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

5人　

86人　

46人　

6人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

骨髄細胞移植による血管新生療法（閉塞性動脈硬化症又はバージャー病（従来の治療法に抵抗性のもの
で、フォンタン分類Ⅲ度又は同分類Ⅳ度のものに限る。）に係るものに限る。

難治性眼疾患に対する羊膜移植術（再発翼状片、角膜上皮欠損（角膜移植によるものを含む。）、角膜穿
孔、角膜化学腐食、角膜瘢痕、眼球癒着（スティーブンス・ジョンソン症候群、眼類天疱瘡、熱・化学外傷瘢
痕その他の重症の瘢痕性角結膜疾患を含む。）、結膜上皮内過形成又は結膜腫瘍その他の眼表面疾患
に係るものに限る。）

自己腫瘍・組織及び樹状細胞を用いた活性化自己リンパ球移入療法（がん性の胸水、膜水又は進行がん
に係るものに限る。）

光トポグラフィー検査を用いたうつ症状の鑑別診断補助

角膜ジストロフィの遺伝子解析（角膜ジストロフィと診断された症例に係るものに限る。）

多焦点眼内レンズを用いた水晶体再建術

（様式第2） 



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

4人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

蛍光膀胱鏡を用いた５－アミノレブリン酸溶解液の経口投与又は経尿道投与による膀胱がんの光力学的診
断　筋層非浸潤性膀胱がん

パクリタキセル静脈内投与（一週間に一回投与するものに限る。）及びカルボプラチン腹腔内投与（三週間
に一回投与するものに限る。）の併用療法

（様式第2） 



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数 人　

当該医療技術の概要

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2） 



4　特定疾患治療研究事業対象疾患についての診療

疾　　　患　　　名 取扱患者数 疾　　　患　　　名 取扱患者数

 ・ベーチェット病 45人　  ・膿疱性乾癬 6人　

 ・多発性硬化症 71人　  ・広範脊柱管狭窄症 10人　

 ・重症筋無力症 66人　  ・原発性胆汁性肝硬変 53人　

 ・全身性エリテマトーデス 136人　  ・重症急性膵炎 13人　

 ・スモン 1人　  ・特発性大腿骨頭壊死症 56人　

 ・再生不良性貧血 23人　  ・混合性結合組織病 20人　

 ・サルコイドーシス 84人　  ・原発性免疫不全症候群 2人　

 ・筋萎縮性側索硬化症 26人　  ・特発性間質性肺炎 3人　

 ・強皮症，皮膚筋炎及び多発性筋炎 127人　  ・網膜色素変性症 19人　

 ・特発性血小板減少性紫斑病 44人　  ・プリオン病 3人　

 ・結節性動脈周囲炎 28人　  ・肺動脈性肺高血圧症 8人　

 ・潰瘍性大腸炎 140人　  ・神経線維腫症 15人　

 ・大動脈炎症候群 18人　  ・亜急性硬化性全脳炎 0人　

 ・ビュルガー病 21人　  ・バッド・キアリ（Budd-Chiari）症候群 0人　

 ・天疱瘡 10人　  ・慢性血栓塞栓性肺高血圧症 1人　

 ・脊髄小脳変性症 34人　  ・ライソゾーム病 1人　

 ・クローン病 78人　  ・副腎白質ジストロフィー 1人　

 ・難治性の肝炎のうち劇症肝炎 5人　  ・家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0人　

 ・悪性関節リウマチ 13人　  ・脊髄性筋委縮症 0人　

 ・球脊髄性筋委縮症 2人　

 ・慢性炎症性脱髄性多発神経炎 28人　

 ・アミロイドーシス 5人　  ・肥大型心筋症 1人　

 ・後縦靭帯骨化症 100人　  ・拘束型心筋症 0人　

 ・ハンチントン病 0人　  ・ミトコンドリア病 4人　

 ・モヤモヤ病（ウィリス動脈輪閉塞症） 44人　  ・リンパ脈管筋腫症（ＬＡＭ） 1人　

 ・ウェゲナー肉芽腫症 9人　  ・重症多形滲出性紅斑（急性期） 0人　

 ・特発性拡張型（うっ血型）心筋症 36人　  ・黄色靱帯骨化症 34人　

 ・表皮水疱症（接合部型及び栄養障害型） 0人　

（注）　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

54人　

高度の医療の提供の実績

 ・パーキンソン病関連疾患（進行性核上性麻痺、
大脳皮質基底核変性症及びパーキンソン病）

159人　

 ・多系統萎縮症（線条体黒質変性症、オリーブ橋
小脳萎縮症及びシャイ・ドレーガー症候群）

12人　
 ・間脳下垂体機能障害
（ＰＲＬ分泌異常症、ゴナドトロピン分泌異常症、ＡＤＨ
分泌異常症、下垂体性ＴＳＨ分泌異常症、クッシング
病、先端巨大症、下垂体機能低下症）

（様式第2） 



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・

　・

　・

　・

　・データ提出加算 　・

　・救急搬送患者地域連携受入加算

　・ハイリスク分娩管理加算

　・退院調整加算

　・救急搬送患者地域連携紹介加算

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・救命救急入院料３

　・救命救急入院料４

　・特定集中治療室管理料４

　・総合周産期特定集中治療室管理料

　・小児入院医療管理料２

　・

　・

　・

　・

　・感染防止対策加算１

　・患者サポート体制充実加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・無菌治療室管理加算１

　・緩和ケア診療加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・精神科リエゾンチーム加算

　・医療安全対策加算

　・妊産婦緊急搬送入院加算

　・診療録管理体制加算

　・急性期看護補助体制加算

　・看護補助加算

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・歯科外来診療環境体制加算

　・特定機能病院入院基本料

　・臨床研修病院入院診療加算

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・がん診療連携拠点病院加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

（様式第2） 



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・遺伝カウンセリング加算 　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅱ）

　・造血器腫瘍遺伝子検査 　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

　・植込型心電図検査 　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判定） 　・外来化学療法加算1

　・検体検査管理加算（Ⅳ） 　・無菌製剤処理料

　・医療機器安全管理料（歯科） 　・外傷全身ＣＴ加算

　・歯科治療総合医療管理料 　・大腸ＣＴ撮影加算

　・持続血糖測定器加算 　・心臓ＭＲＩ撮影加算

　・薬剤管理指導料 　・歯科画像診断管理加算1

　・医療機器安全管理料1 　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影

　・医療機器安全管理料2 　・冠動脈ＣＴ撮影加算

　・がん治療連携計画策定料1 　・内服・点滴誘発試験

　・がん治療連携管理料 　・センチネルリンパ節生検1，2

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・画像診断管理加算2

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・補聴器適合検査

　・ニコチン依存症管理料 　・コンタクトレンズ検査料1

　・地域連携診療計画管理料 　・小児食物アレルギー負荷検査

　・がん患者指導管理料２ 　・中枢神経磁気刺激による誘発筋電図

　・外来緩和ケア管理料 　・光トポグラフィー

　・移植後患者指導管理料 　・神経学的検査

　・高度難聴指導管理料 　・ヘッドアップティルト試験

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・皮下連続式グルコース測定

　・がん患者指導管理料１ 　・長期継続頭蓋内脳波検査

　・エタノールの局所注入（甲状腺・副甲状腺に対するもの） 　・補助人工心臓

　・磁気による膀胱等刺激法 　・経皮的大動脈遮断術

　・歯科口腔リハビリテーション料２
　・植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び経
静脈電極抜去術（レーザーシースをもちいるもの）

　・治療抵抗性統合失調症治療指導管理料
　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術及び両
室ペーシング機能付き植込型除細動器交換術

　・医療保護入院等診療料 　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・植込型心電図記録計移植術及び植込型心電図記録計摘出術

　・がん患者リハビリテーション料
　・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー
　　交換術

　・ウイルス疾患指導料 　・時間内歩行試験

　・植込型除細動器移行期加算 　・胎児心エコー法

高度の医療の提供の実績

（様式第2） 



　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術 　・放射線治療専任加算

　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの） 　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・経皮的大動脈弁置換術 　・麻酔管理料（Ⅰ）

　・経皮的中隔心筋焼灼術 　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）、下顎骨形成
術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に限る。）

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） 　・歯周組織再生誘導手術

　・乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算2） 　・内視鏡手術用支援機器加算

　・人工内耳埋込術 　・胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術） 　・輸血管理料Ⅰ

　・植込型骨導補聴器を用いる場合の植込型骨導補聴器の
植込み及び接合子付骨導端子及び骨導端子の交換

　・医科点数表第2章第10部手術の通則5及び6（歯科点数表
第2章第9部の通則4を含む。）に掲げる手術

　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極埋込術を含む。）及び脳
刺激装置交換術，脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置
交換術

　・同種死体腎移植術

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術
　　（プレートのあるもの））

　・生体腎移植術

　・網膜再建術 　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・網膜付着組織を含む硝子体切除術(眼内内視鏡を用いるもの。） 　・膀胱水圧拡張術

　・悪性黒色腫センチネルリンパ節加算 　・腹腔鏡下肝切除術

　・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建
   手術）のに限る。）

　・生体部分肝移植術

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）(自家培養軟骨移植術に限る。) 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・腫瘍脊椎骨全摘術 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・一酸化窒素吸入療法 　・ダメージコントロール手術

　・1回線量増加加算 　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ）

　・画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ）

　・外来放射線治療加算 　・高エネルギー放射線治療

　・病理診断管理加算2

　・歯科技工加算 　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠

　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・定位放射線治療 　・定位放射線治療呼吸移動対策加算



7　健康保険法の規定による療養に要する費用の額の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

部検症例数　　　２２　例　　　／　　部検率　 11.30%

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

毎月1回程度開催しており,平成25年度においては,９回開催
している。

部　検　の　状　況

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、健康保険法の規
定による療養に要する費用の額の算定方法（平成六年厚生省告示第五十四号）に先進医療（当該病院において提供していたもの
に限る。）から採り入れられた医療技術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・羊膜移植術

　・

　・

　・内視鏡的胎盤吻合血管レーザー焼灼術

　・経皮的胆管ドレナージ術

　・光トポグラフィー（抑うつ症状の鑑別診断の補助に使
用するもの）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・先天性難聴の遺伝学的検査 　・

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術
　　（歯周疾患及び加齢による骨吸収は除く。）

　・

（様式第2） 
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高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

                     350,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

65,000,000                 
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究代表者）

210,320,000               
独立行政法人科学技
術振興機構

14,833,000                 
独立行政法人科学技
術振興機構

1,700,000                  
独立行政法人科学技
術振興機構

1,820,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,820,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,820,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,040,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

                  1,000,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

2,080,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,080,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

                     500,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

6,370,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

3,900,000                  
独立行政法人科学技
術振興機構

105,000                     
財団法人先端医療振
興財団

1,430,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,560,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,040,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

867,000                     
財団法人先端医療振
興財団

650,000                     
日本学術振興会
科学研究費助成事業

                     500,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

6,110,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,600,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,210,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

谷澤　幸生
Ｗｏｌｆｒａｍ症候群をモデルとした糖尿
病におけるβ細胞不全のメカニズム
解析

岡村　誉之
光干渉断層法の３次元再構成画像を
用いた新たなステント留置後評価法の
確立

カルパインはインスリン受容体を切断
し糖尿病発症に関与するのか？

Gsk-3による統合的エネルギー代謝
調節機構解明に基づく2型糖尿病治
療の研究

第三内科

谷澤　幸生

生活習慣病予防のための運動を阻害
する要因とその対策に関する研究

細胞内カルシウム放出制御による新し
い悪性高熱症・不整脈の治療開発と
臨床応用

リアノジン受容体分子内のＫ２０１結合
コアをターゲットとした不整脈治療の
実用化

第二外科硲　彰一

KRAS 野生型切除可能大腸癌肝転移
に対する術後補助化学療法
mFOLFOX6 と周術期化学療法
mFOLFOX6+セツキシマブの第Ⅲ相
ランダム化比較試験

経皮的冠動脈形成術（PCI）における
血管内光干渉断層法（OFDI）及び血
管内超音波診断法（IVUS）の有用性
に関する研究

致死性不整脈発生基質としての介在
板リモデリングの検討

患者データベースに基づく糖尿病の
新規合併症マーカーの探索と均てん
化に関する研究－合併症予防と受診
中断抑止の視点から

第二内科矢野　雅文

第二内科

第二内科矢野　雅文特発性心筋症に関する調査研究

解析に適した良質ながん臨床検体の
確保と臨床的特徴の解析

心筋細胞内カルシウム制御による心
不全・心肥大・致死的不整脈の包括
的治療法の確立

山本　直樹
小型骨髄由来肝修復細胞の形態解
析と特異因子の探求

第一内科石川　剛
部分的脾動脈塞栓術と自己骨髄細胞
投与療法を組み合わせた新規肝線維
化改善療法の開発

第一内科西川　潤
胃癌の発生におけるのＥＢＶ感染とＡＩ
Ｄ発現の関与について

骨髄由来レドックス制御細胞による新
規肝発癌予防療法開発のための基盤
研究

第一内科

第一内科橋本　真一
潰瘍性大腸炎の安全な寛解維持療
法に対する漢方薬の有効性

第一内科西川　潤
ハイパースペクトルイメージング技術
の消化器内視鏡への応用

第一内科高見　太郎

門脈血行異常症に関する調査研究

第一内科坂井田 功
肝硬変に対する細胞治療法の臨床的
確立とそのメカニズムの解明

肝クッパー細胞、新生血管リアルタイ
ム観察モデルの開発 寺井　崇二

坂井田 功

第一内科坂井田 功

第一内科

「培養ヒト骨髄細胞を用いた低侵襲肝
臓再生療法の開発」

第一内科坂井田 功
肝臓再生療法のための革新的なアイ
ソレータの開発

第一内科

第二外科硲　彰一

第二内科矢野　雅文

第二内科小林　茂樹

第二内科山本　健

第二内科岡村　誉之

第二内科大草　知子

第三内科

第三内科田部　勝也

第三内科阿望　幾久子

（様式第3） 
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血液・神経関門モデルを用いたCIDP
病態解明 神田　隆 神経内科 500,000                     

独立行政法人国立精
神・神経医療研究セン

ター

うつ病の異種性に対応したストレス脆
弱性バイオマーカーの同定と分子病
態生理の解明

山形　弘隆 精神科神経科 18,220,000                 
国立大学法人群馬大
学

                  1,500,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

                  1,500,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

                  2,000,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

9,360,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

                     700,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

1,170,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,430,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,300,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,300,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

                  1,300,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

1,950,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,340,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,027,336                  山口県

1,040,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,040,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

5,200,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

                  1,000,000

                  1,900,000

                  1,500,000

厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

2,210,000                  

1,950,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

4,030,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

3,770,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

5,980,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

780,000                     
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,560,000                  

日本学術振興会
科学研究費助成事業

日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,560,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

炎症性動脈瘤形成症候群に新規診
断法の確立に関する研究

吉村　耕一
次世代大動脈瘤診断治療法の開発：
細胞外マトリクス分子による病態制御
機構の解明

脊髄傷害に対する虚血プレコンディ
ショニングの保護効果とその機序の解
明

第一外科

長谷川　俊史
プリオン病及び遅発性ウイルス感染症
に関する調査研究

吉村　耕一
大動脈瘤に対する革新的ハイブリッド
治療システムの開発

第一外科

泉　友則

第一外科濱野　公一

第一外科

松原　敏郎

綿貫　俊夫

小児科長谷川　俊史

第一外科

NIRSを用いたrealtimeneurofeedback
によるうつ病治療の開発

自己骨髄由来幹細胞を用いた心血管
再生における新たな治療戦略

重症のインフルエンザによる肺炎･脳
症の病態解析･診断･治療に関する研
究

小児科

精神科神経科

DNAメチル化修飾に着目したうつ病
のマーカー作成－双極、単極、治療
抵抗性うつ病の識別を目指して－

自殺企図者実態調査および自殺未遂
者支援のあり方についての調査研究

気分障害患者のスプライシングファク
ターSRp20と脳病態との関連を解明す
る研究

うつ病患者とうつ病モデルマウス双方
から同定されたＮｏｘａのうつ行動に対
する役割

精神科神経科

松尾　幸治

スモンに関する調査研究

細菌感染後性末梢神経疾患における
菌体シアル化の関与の証明

血液神経関門を標的とした免疫性末
梢神経疾患の病態解明と新規治療の
開発

多巣性運動ニューロパチーの伝導ブ
ロック部における血液神経関門破綻
の証明

神経内科

神経内科古賀　道明

神経内科

神田　隆免疫性神経疾患に関する調査研究

非細胞性バリアーを含むヒト血液神経
関門全容の解明とその人為的操作法
の開発

神経内科川井　元晴

神経内科神田　隆

自己免疫疾患に関する調査研究

難治性神経因性疼痛の基礎疾患の
解明と診断・治療を向上させるための
研究に関する調査

神経内科

佐野　泰照
血液脳関門におけるＡβ輸送システ
ムの改変

双極性障害における軸索構造ネット
ワークの分子生物学的病態解明

精神科神経科松尾　幸治

第一外科吉村　耕一

神経内科神田　隆

神経内科神田　隆

清水　文崇

神経内科尾本　雅俊

精神科神経科

精神科神経科松原 敏郎

精神科神経科山形　弘隆

細胞表面に局在する“細胞内タンパク
質”の網羅的解析と組織障害・修復機
能の解明

西本　新
大腸癌悪性化進展におけるＪａｂ１の役
割解明

第一外科村上　雅憲
ヒト末梢血単核球に対する低酸素プレ
コンディショニングの有用性と安全性
の検証

第一外科美甘　章仁

末廣　晃太郎
心房細動患者の心房線維化に関する
血中バイオマーカーの同定と臨床応
用

第一外科藤澤　浩一
細胞内ＡＴＰセンサーを用いた癌幹細
胞の動態解析法の開発

第一外科
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1,820,000                  

1,560,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,560,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,820,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

松山　豪泰

独立行政法人国立がん
研究センター

109,100,000               

泌尿器科松本　洋明
腎細胞がんにおけるAMPK-mTOR経
路を介した新しい治療戦略の開発

膿疱性乾癬の発症機構の分子遺伝
学的研究

日本学術振興会
科学研究費助成事業

日本学術振興会
科学研究費助成事業

日本学術振興会
科学研究費助成事業

厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

日本学術振興会
科学研究費助成事業

淡明腎細胞癌における解糖系関連遺
伝子の治療標的としての有用性の検
討

泌尿器科白石　晃司
男性不妊症に対する内分泌療法開発
についての基礎研究

泌尿器科

1,430,000                  

1,560,000                  

                     500,000

2,730,000                  

中心体複製異常を指標とした新しい
膀胱癌治療の試み

日本学術振興会
科学研究費助成事業

24,600,000                 文部科学省

1,300,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

500,000                     

厚生労働省
科学研究費補助金
（研究代表者）

1,950,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

5,590,000                  

1,950,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,080,000                  

日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,560,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,080,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

マイクロRNAによる心筋前駆細胞への
分化誘導制御

第一外科林　雅太郎

2,210,000                  

梗塞心筋における組織内環境の改善
による自己再生能力の増強と細胞移
植治療への応用

第一外科細山　徹

1,820,000                  

肝細胞癌における新規バイオバイオ
マーカーMCM6の解析

日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,200,000                  山口県

                     300,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

1,820,000                  

飯田　通久

第二外科坂本　和彦

                  2,000,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

肝細胞癌における転移・再発に関与
する癌幹細胞の同定及び解析

膵癌幹細胞をターゲットとしRNAアプ
タマーを用いた新規標識システムの
構築

日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,080,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,560,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,600,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

520,000                     

寒竹　司
ラット脊髄損傷後の機能的神経筋電
気刺激治療モデルの確立

大腸癌化学療法の効果予測マー
カー、新規予後予測マーカーの開発

稀少難治性皮膚疾患に関する調査研
究

皮膚科武藤 正彦
食品を介したダイオキシン類等の人体
への影響の把握とその治療法の開発
等に関する研究

整形外科

第二外科徳久　善弘

遺伝子多型に基づいた術後合併症
予測システムの開発

鈴木　伸明
ＨＭＧＢ１による癌化学療法の免疫学
的効果予測

第二外科恒富　亮一
低分化型細胞株から独自方法で誘導
した浮遊細胞塊の解析による癌幹細
胞治療標的の検討

消化器がんに対する樹状細胞ワクチ
ン療法の開発

第二外科硲 彰一

「効果的な複合免疫療法の確立」（オ
ンコアンチゲン由来ペプチドワクチン
におけるバイオマーカーの検証と治
療戦略の構築）

第二外科岡　正朗

肺気腫における癌関連線維芽細胞を
介した肺癌進展誘導の機序解明と新
規治療法の開発

膵癌に対する癌幹細胞を標的とした
免疫療法の開発

岡　正朗

進行・再発膵癌に対する新規エピトー
プペプチドカクテル療法と標準化学療
法の併用効果を検討する多施設共同
第Ｉ/ＩＩ相臨床試験

第二外科岡　正朗

第一外科桂　春作
臨床応用を目指した幹細胞プレコン
ディショニングによる血管細胞治療の
効果の向上

第一外科鈴木　亮
陳旧性心筋梗塞に対する
Cardiosphere由来細胞シートの効果

第二外科

第一外科藏澄　宏之

第二外科山本　滋
再発乳癌治療における免疫ネガティ
ブシグナル抑制に着目した新世代免
疫療法の開発

第二外科

第二外科岡　正朗

整形外科田口　敏彦脊柱靱帯骨化症に関する調査研究

第二外科

第二外科吉村　清

泌尿器科松山　豪泰
標準的治療の確立が望まれる難治性
疾患に対する新規治療法の開発

皮膚科

皮膚科武藤　正彦

中村　好貴
メラノーマにおける熱ショック転写因子
の抗腫瘍効果解析と治療的応用の検
討

皮膚科武藤　正彦

泌尿器科長尾　一公
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子宮内胎児発育遅延の安全な妊娠・
分娩管理法に係る研究 杉野　法広 産科婦人科 2,400,000                  浜田市

局所脳冷却技術を用いた脳神経外科
疾患治療装置の開発調査 鈴木　倫保 脳神経外科 300,000                     山口県

日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,040,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,820,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,690,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

604,800                     
財団法人先端医療振
興財団

鈴木　倫保
脳局所冷却による全般性てんかん治
療効果の実験的検証と理論的解明 2,210,000                  

鈴木　倫保
脳動脈瘤塞栓術におけるHydrogel
coilの塞栓効果に関する多施設共同
無作為化比較試験(HYBRID study)

松本　美志也
ニューログロビンを中心とした虚血応
答システム活性化による脊髄保護に
関する研究

910,000                     
日本学術振興会
科学研究費助成事業

佐藤　俊
子宮筋腫におけるＸ染色体のエピ
ジェネティクス変異機構の解析

産科婦人科村上　明弘
カルボニールレダクターゼの機能解
析ー新たな機序による分子標的治療
の開発に向けてー

2,080,000                  

放射線科清水　建策

産科婦人科杉野　法広

放射線科飯田　悦史

田中　伸幸

原　浩貴
いびきの音響解析と睡眠時ＣＴによる
睡眠呼吸障害患者の上気道閉塞部
位診断法の確立

耳鼻咽喉科

角膜実質瘢痕形成における実質細胞
分化転換誘導因子とアクチン重合関
連タンパクの検討

放射線科徳田　修
骨盤部ＳＷＩ：腸管ガスによる磁化率
アーチファクトの基礎的検討

放射線科

前庭機能異常に関する調査研究

耳鼻咽喉科廣瀬　敬信

肺癌化学療法の個別化治療における
高分解能ＣＴの役割

前庭神経系の可塑性における抗うつ
薬の役割に関する研究

耳鼻咽喉科山下　裕司
老人性難聴とメタボリック症候群の関
連についての基礎的研究

耳鼻咽喉科

眼科森重　直行

園田　康平

網膜下瘢痕病巣形成メカニズム解明
とその治療への応用

眼炎症による糖尿病網膜発症のメカ
ニズム解明とその治療への応用

眼科園田　康平

泌尿器科坂野　滋 2,080,000                  

4,550,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,430,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

日本学術振興会
科学研究費助成事業

                  1,000,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

780,000                     
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,730,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

日本学術振興会
科学研究費助成事業

650,000                     
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,950,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,690,000                  

                     800,000

日本学術振興会
科学研究費助成事業

325,000                     
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,080,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,430,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,040,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,470,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

780,000                     
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,210,000                  

650,000                     
日本学術振興会
科学研究費助成事業

7,930,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

260,000                     

眼科木村　和博

眼科園田　康平
急性網膜壊死の診断基準に関する調
査研究

蛋白発現解析を含めた日本人筋層非
浸潤性膀胱癌予後予測モデルの開
発

感染性角膜潰瘍発症の分子機序に
基づいた新たな治療薬の開発

眼科

放射線科松永　尚文
２管球コンピュータ断層撮影装置を用
いた冠動脈造影の臨床的有用性の検
討

耳鼻咽喉科下郡　博明

眼科山田　直之
角膜接着能評価による再発性角膜上
皮びらん治療薬の検索

山下　裕司

ゼブラフィッシュ側線器有毛細胞を用
いた内耳保護候補薬物のスクリーニン
グ

産科婦人科

産科婦人科杉野　法広
エピゲノム情報の統合解析による子宮
内膜の脱落膜化に伴う遺伝子発現制
御機構の解明

放射線科岡田　宗正

超早産児における皮膚成熟促進治療
薬の開発を目指した基礎的研究

頭頚部領域造影超音波検査の臨床
応用に関する研究

ＣＴエンテロクリーシスを用いた小腸炎
症疾患の新たな画像分類の構築

亜硝酸剤非使用・使用冠動脈ＣＴＡを
用いた冠動脈攣縮評価

麻酔・蘇生科石田　和慶
エイコサペンタエン酸及びアラキドン
酸比の脳血管反応性への影響と術後
高次脳機能障害

麻酔・蘇生科

産科婦人科浅田　裕美
子宮筋腫発生に関与する遺伝子の探
索－エピゲノム異常の視点から－

脳神経外科

脳神経外科
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脳外傷後高次脳機能障害に対する
Iomazenil SPECT共同研究 末廣　栄一 脳神経外科

1,560,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

                     500,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

549,000                     
独立行政法人科学技
術振興機構

1,950,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

9,100,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,080,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,210,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,170,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,700,000                  
公益財団法人国際科
学振興財団

日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,210,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,560,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,210,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

600,000                     
独立行政法人国立がん
研究センター

                     500,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

1,690,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,430,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,560,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,470,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

                     800,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

1,950,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,210,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

3,250,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

390,000                     
日本学術振興会
科学研究費助成事業

3,120,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

ＨＳＰ７０ｍＲＮＡ導入樹状細胞を用い
た肝細胞癌術後補助療法の開発

2,600,000                  

口腔癌に対するWarburg効果阻害に
着目した新規治療法の開発

輸血療法における重篤な副作用副作
用であるTRALI-TACOに対する早期
診断・治療のためのガイドライン策定
に関する研究

山下　敦生
脊髄虚血神経保護における抗炎症薬
の臨床応用に関する研究

手術部爲佐　卓夫

口腔癌に対するドセタキセル併用化
学療法の新規効果予測因子の同定

歯科口腔外科内田　堅一郎
口腔癌における染色体領域増幅の分
子細胞学的意義に関する検討

歯科口腔外科原田　豊子

三島　克章
レーザースペックルを応用した口蓋瘢
痕の定量評価法の開発と口蓋裂臨床
への応用

2,080,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,950,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

真野　隆充
自己血液より精製したフィブロネクチ
ンを用いた骨造成法の研究

歯科口腔外科三島　克章
流体音響解析を応用した各構音運動
の音源解明と口蓋裂言語の病態解明

歯科口腔外科

脳神経外科井上　貴雄

1,040,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

2,210,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

脳性麻痺に対する神経回路再構築に
よる抜本的再生治療

脳神経外科森廣　雄介
霊長類を用いた完全自律型のてんか
ん発作検知と局所脳冷却による発作
抑制技術の実現

井本　浩哉
調節的局所脳冷却を用いた運動機能
の抑制性制御に関する研究

高血圧ラットを用いた特発性正常圧
水頭症の発症機序の解明

標準治療抵抗性神経膠芽腫に対する
ペプチドワクチンの第Ⅲ相臨床研究

脳神経外科出口　誠
移植神経細胞を介した神経回路網の
再構築を基盤とした新規細胞治療モ
デルの開発

脳神経外科野村　貞宏

局所脳冷却の各種脳外科疾患に対
する至適冷却温度と冷却時間の統合
的検討

脳神経外科野村　貞宏
脳冷却機能を持つ術中モニタリング
用硬膜下留置式多機能センサの開発

脳神経外科出口　誠

脳神経外科貞廣　浩和
Photodynamic therapyによる脳腫瘍幹
細胞の根絶

脳神経外科

脳神経外科篠山　瑞也

周産期母子医療センター田村　功
子宮内膜の脱落膜化におけるMn-
SOD発現に関する新たな転写調節経
路・機構の解明

歯科口腔外科原田　耕志
進行・再発・切除不能口腔癌に対する
新規機能温存療法の開発

歯科口腔外科

末廣　栄一
外傷性頭蓋内血腫除去時の二次性
脳損傷に対する脳低温療法による脳
保護効果の検討

歯科口腔外科Ｆｅｒｄｏｕｓ　Ｔａｒａｎｎｕｍ

先進救急医療センター

放射線部川村　慎二

ダイオキシンが子宮内膜症発症に関
与する機序の解明

周産期母子医療センター田村　博史
加齢に伴う卵子の数および質の低下
はメラトニンで予防できるか。

集中治療部松田　憲昌
人工呼吸中に上肢下肢筋力を増強
することにより人工呼吸離脱を促進で
きるかを検討する

周産期母子医療センター山縣　芳明

放射線治療施設規模別の品質管理
最適化に関する研究

手術部

先進救急医療センター鶴田　良介
効果的な熱中症予防のための医学的
情報等の収集･評価体制構築に関す
る研究

先進救急医療センター藤田　基
ＳｕｐｅｒｏｘｉｄｅとＨＭＧＢ１を主眼とした
頭部外傷の病態解明と治療法の確立

輸血部藤井　康彦

先進救急医療センター小田　泰崇
重症脳障害に対する脳低温療法と脳
保護薬の併用による新たな治療戦略
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冠動脈疾患既往患者における高脂血
症治療薬(プロブコール)の血管イベン
ト発症の二次予防効果および抗動脈
硬化作用を評価する臨床研究

梅本　誠治 臨床研究センター 42,000                       
財団法人先端医療振
興財団

厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

1,820,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

                     500,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

1,300,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,690,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,560,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,300,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

                  1,000,000
厚生労働省
科学研究費補助金
（研究分担者）

                     500,000

1,690,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,820,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

780,000                     
日本学術振興会
科学研究費助成事業

1,690,000                  
日本学術振興会
科学研究費助成事業

石田　博
医療給付制度への応用のための医療
経済評価における技術的課題に関す
る研究

医療情報部石田　博
ウイルス性肝疾患に係る各種対策の
医療経済評価に関する研究

カルシウムセンサーDOC2ｂのリン酸
化を介する小胞膜融合調節機構

脳血管攣縮のメカニズム　ＡＢＣＡ１を
介するコレステロール代謝による制御

臨床研究センター梅本　誠治
先天免疫に関連した酸化ストレス消去
酵素による新たな臓器障害抑制機序
解明

医療情報部

肝疾患センター日高　勲
進行肝細胞癌に対する新規肝動脈化
学療法の開発と分子標的治療併用の
意義

飯塚　徳男
エピジェネティクスに基づく肝癌予後
予測のためのハイブリッド型血液テス
ト

光学診療部山崎　隆弘
進行肝細胞癌に対する鉄キレート剤と
分子標的治療薬併用による新規治療
法の開発

周産期母子医療センター山下　理
四肢虚血リモートプレコンディショニン
グによる脳虚血耐性機序の解明

切除可能悪性胸膜中皮腫に対する集
学的治療法の確立に関する研究

腫瘍センター吉野　茂文
胃癌抗体療法におけるＡＤＣＣ活性増
強の試み―Ｆｃ受容体遺伝子多型の
検討も含めて―

漢方診療部

周産期母子医療センター李　理華

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申
請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入
すること。　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入するこ
と。　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は
委託元を記入すること。

ラット黄体化顆粒膜細胞におけるステ
ロイド合成関連遺伝子のエピジェネ
ティクス制御

感染制御室福田　尚文

医療安全推進室小泉　博靖

放射線治療部澁谷　景子
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　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載された
ものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療
科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数
の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る）。

Matsuo M, Oie S,
Furukawa H

Department of Pharmacy, Yamaguchi University
Hospital, Minami-Kogushi 1-1-1, Ube
Yamaguchi 755-8505, Japan

Contamination of blood pressure
cuffs by methicillin-resistant
Staphylococcus aureus and
preventive measures

Ir J Med Sci,
182,4,707-709,
2013

Yamasaki H, Oie S,
Miyano N,
Furukawa H

Department of Pharmacy, Yamaguchi University
Hospital, Minami-Kogushi 1-1-1, Ube
Yamaguchi 755-8505, Japan

Residual amount of vancomycin
hydrochloride in vials after use

J Infect
Chemother,19,4,
639-643,2013

Hakuno H, Oie S,
Furukawa H

Department of Pharmacy, Yamaguchi University
Hospital, Minami-Kogushi 1-1-1, Ube
Yamaguchi 755-8505, Japan

Contamination of wheelchairs by
Staphylococcus aureus

J Hosp
administration,2,
,55-60,2013

Harumasa Hakuno,
Shigeharu Oie,
Hiroyuki Furukawa

Department of Pharmacy, Yamaguchi University
Hospital, Minami-Kogushi 1-1-1, Ube
Yamaguchi 755-8505, Japan

Contamination of wheelchairs by
Staphylococcus aureus

Journal of
Hospital
Administration,1
2,2,55-60,2013

Masanobu Sawa,
Shigeharu Oie,
Hiroyuki Furukawa

Department of Pharmacy, Yamaguchi University
Hospital, Minami-Kogushi 1-1-1, Ube
Yamaguchi 755-8505, Japan

Efficacyof Disinfectants against
Naturally Occurring and Artificially
Cultivated Bacteria

Biol. Pfarm.
Bull,36,3,
360-363,2013

Amakawa G.,
Ikemoto K., Ito H.,
Furuya T., Sasaki
K.

Department of Pathology, Yamaguchi University
Graduate School of Medicine, Ube, Japan

Quantitative Analysis of Centromeric
FISH Spots during the Cell Cycle by
Image Cytometry

Journal of
Histochemistry
and
Cytochemistry,6
1,10,699-705,
2013

Ito H., Oga A.,
Furuya T., Ikemoto
K., Amakawa G.,
Chochi Y.,
Kawauchi S., Sasaki
K.

Department of Pathology, Yamaguchi University
Graduate School of Medicine, Ube, Japan; Social
Insurance Alliance Shimonoseki Kohsei Hospital,
Ube, Japan

Elucidation of proliferative capability
of mononuclear tetraploid cells,
emerging spontaneously from diploid
cells, using image cytometry and
fluorescence in situ hybridization

Cell
Proliferation,
46,3,356-363,
2013

Ito H., Furuya C.,
Yamanouchi T.,
Ikemoto K., Katoh
T., Onoda M.,
Kondo T., Oga A.

Department of Pathology, Yamaguchi University
Graduate School of Medicine, Yamaguchi, Japan;
Department of Pathology, Yamaguchi Rosai
Hospital, Yamaguchi, Japan; Department of
Laboratory Science, Yamaguchi Rosai Hospital,
Yamaguchi, Japan; Department of Surgery,
Yamaguchi Rosai Hospital, Yamaguchi, Japan

A case of gastric adenocarcinoma
with conspicuous binuclear cytologic
features

Cancer
Genetics,206,
7-8,304-307,
2013

Ishii A., Kawano H.,
Tanaka S.,
Yamamoto Y.,
Nakamoto T.,
Hirose Y.,
Yamashita H.,
Morinaga S., Ikeda
E.

Department of Pathology, Yamaguchi University
Graduate School of Medicine, Ube, Yamaguchi
755-8505, Japan.

Non-sebaceous lymphadenoma of the
salivary gland with serous acinic cell
differentiation, a first case report in
the literature.

Pathology
international,63,
5,272-276,2013
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[Modification of sarco-endoplasmic
reticulum Ca(2 +) -ATPase in the
failing cardiomyocyte].

Clinical
calcium,23,4,
535-542,2013

Ohta Y., Tanizawa
Y.

Division of Endocrinology, Metabolism,
Hematological Sciences and Therapeutics,
Department of Bio-Signal Analysis, Yamaguchi
University, Graduate School of Medicine.

Ikeda Y.
Department of Medicine and Clinical Science,
Yamaguchi University Graduate School of
Medicine, Japan.

[Excitation-Contraction coupling and
intracellular calcium cycling in failing
hearts].

Clinical
calcium,23,4,
471-480,2013

Sakaida I.
Department of Gastroenterology and
Hepatology, Yamaguchi University Graduate
School of Medicine, Japan.

[Programs for continuing medical
education: a session; 1. Current
therapies for liver cirrhosis and
hepatocellular carcinoma].

Nihon Naika
Gakkai zasshi.
The Journal of
the Japanese
Society of
Internal
Medicine,102,3,
594-599,2013

Okuda S., Yano M.
Department of Medicine and Clinical Science,
Yamaguchi University Graduate School of
Medicine, Japan.

[Insulin secretion and insulin
resistance].

Nihon rinsho.
Japanese journal
of clinical
medicine,71,11,
1936-1940,2013

Taguchi A.,
Tanizawa Y.

Department of Diabetes Research, Yamaguchi
University School of Medicine, Japan; Division of
Endocrinology, Metabolism, Hematological
Science and Therapeutics, Yamaguchi University
Graduate School of Medicine, Japan

Incretin: Blood glucose-lowering
effects and beta-cell protection

Respiration and
Circulation,61,1,
11-18,2013

Kanda T.
Neurology and Clinical Neuroscience, Yamaguchi
University Graduate School of Medicine, Japan

Blood-nerve barrier and peripheral
nerve regeneration

Clinical
Neurology,53,11
,1120-
1122,2013

Koga M.
Department of Neurology and Clinical
Neuroscience, Yamaguchi University Graduate
School of Medicine, Japan

A nationwide survey of patients with
Bickerstaff brainstem encephalitis:
Diversity of underlying mechanism

Clinical
Neurology,53,11
,1322-
1324,2013

Koga M., Kanda T.
Department of Neurology and Clinical
Neuroscience, Yamaguchi University Graduate
School of Medicine, Japan.

[New and future treatments for
neurological disorders--knowledge
essential to daily clinics and future
prospects. Topics: 7. Encephalitis
and prion disease].

Nihon Naika
Gakkai zasshi.
The Journal of
the Japanese
Society of
Internal
Medicine,102,8,
1958-1964,2013

Koga M.
Department of Neurology and Clinical
Neuroscience, Yamaguchi University Graduate
School of Medicine.

[Bickerstaff brainstem encephalitis:
epidemiology, diagnosis, and
therapy].

Nihon rinsho.
Japanese journal
of clinical
medicine,71,5,
898-903,2013

Maeda T., Kanda T.
Department of Neurology and Clinical
Neuroscience, Yamaguchi University Graduate
School of Medicine.

[Blood-brain barrier and blood-nerve
barrier in neuroinflammatory
diseases].

Nihon rinsho.
Japanese journal
of clinical
medicine,71,5,
789-794,2013

Koga M.

Department of Neurology and Clinical
Neuroscience, Yamaguchi University, Graduate
School of Medicine, 1-1-1 Minami-kogushi,
Ube, Yamaguchi 755-8505, Japan

Acute pandysautonomia and nicotinic
acetylcholine receptor antibodies

Brain and
Nerve,65,4,
425-432,2013

Kanda T.

Department of Neurology and Clinical
Neuroscience, Yamaguchi University Graduate
School of Medicine, 1-1-1 Minamikogushi, Ube,
Yamaguchi 755-8505, Japan

Current concept of blood-brain
barrier

Brain and
Nerve,65,2,
117-120,2013

Shimizu F., Kanda
T.

Department of Neurology and Clinical
Neuroscience, Yamaguchi University, Graduate
School of Medicine, 1-1-1 Minamikogushi, Ube,
Yamaguchi 755-8505, Japan

Disruption of the blood-brain barrier
in inflammatory neurological diseases

Brain and
Nerve,65,2,
165-176,2013
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神田　隆 山口大学　大学院医学系研究科神経内科学
神経内科治療ノート. ギラン・バレー
症候群.

Clinical
Neuroscience,31
,4,482-483,2013

神田　隆 山口大学 大学院医学系研究科神経内科学
自己免疫性ニューロパチーと自律神
経障害.　病態と病理.

自律神経,50,4,
250-253,2013

中野 雄太, 尾本 雅
俊, 神田 隆

山口大学 大学院医学系研究科神経内科学
【Guillain-Barre症候群とその類縁疾
患】 Guillain-Barre症候群の末梢神
経病理

神経内科,78,1,
81-88,2013

小笠原 淳一, 神田
隆

山口大学 大学院医学系研究科神経内科学
【神経疾患-その多彩な症状と診断手
順】 診断の方法と手順　感覚障害

Clinical
Neuroscience,31
,5,584-586,2013

前田 敏彦, 神田 隆 山口大学 大学院医学研究科神経内科学
【足の特異な症候】 多発ニューロパ
チーによる足の症候

脊椎脊髄ジャー
ナル,26,7,
741-746,2013

清水 文崇, 神田 隆 山口大学 大学院医学系研究科神経内科学
血液神経関門と自己免疫性ニューロ
パチー

末梢神経,24,1,
54-62,2013

中野 雄太, 神田 隆
山口大学 大学院医学系研究科神経内科学講
座

【末梢神経診療update】 ニューロパ
チーの病理診断

Brain
Medical,25,3,
209-215,2013

古賀 道明 山口大学 大学院医学系研究科神経内科学
【末梢・中枢神経疾患の自律神経障
害に対する治療】 自律神経ニューロ
パチーの治療

神経治療学,30,
1,11-15,2013

古賀 道明 山口大学 大学院医学系研究科神経内科学
ギラン・バレー症候群に対するアフェ
レシス療法

日本アフェレシ
ス学会雑誌,32,
3,181-184,2013

森景則保、佐村
誠、山下　修、村上
雅憲、末廣晃太郎、
濱野公一

Department of Surgery and Clinical Science,
Yamagchi University, School of Medicine,
Minami-Kogushi1-1-1, Ube, Yamaguchi 755-
8505, Japan

内臓動脈瘤に対する当科の治療戦
略－手術治療（外科的手術、血管内
治療）と保存的治療の予後－

日本血管外科学
会雑誌,22,3,
633-639,2013

田中裕也、上田和
弘、林　雅太郎、田
中俊樹、濱野公一

Department of Surgery and Clinical Science,
Yamagchi University, School of Medicine,
Minami-Kogushi1-1-1, Ube, Yamaguchi 755-
8505, Japan

前胸壁の広範囲欠損部をePTFEメッ
シュにて再建した再発性軟骨肉腫の
１例

日本呼吸器外科
学会雑誌,27,5,
600-604,2013

安楽由利子、美甘
章仁、中村玉美、田
中裕也、藏澄宏之、
鈴木　亮、髙橋雅
弥、白澤文吾、濱野
公一

Department of Surgery and Clinical Science,
Yamagchi University, School of Medicine,
Minami-Kogushi1-1-1, Ube, Yamaguchi 755-
8505, Japan

胸腔鏡下左室心外膜リード植込み術
において術前至適移植部位予測が
有用であった１例

胸部外科,66,12,
1087-1090,2013

河村大智、永瀨
隆、佐村　誠、山下
修、村上雅憲、末廣
晃太郎、森景則保、
濱野公一

Department of Surgery and Clinical Science,
Yamagchi University, School of Medicine,
Minami-Kogushi1-1-1, Ube, Yamaguchi 755-
8505, Japan

緊急ステントグラフト内挿術で治療し
た破裂性腹部大動脈瘤の４例

山口医学,62,4,
205-210,2013

鈴木　亮、美甘章
仁、田中裕也、工藤
智明、藏澄宏之、髙
橋雅弥、白澤文吾、
濱野公一

Department of Surgery and Clinical Science,
Yamagchi University, School of Medicine,
Minami-Kogushi1-1-1, Ube, Yamaguchi 755-
8505, Japan

手術が困難な大動脈弁狭窄症に対
するapico-aortic valved conduit

胸部外科,66,13,
1132-1136,2013

Kitahara M.,
Kanekiyo S.,
Yamamoto T.,
Watanabe Y.,
Takeda S., Ueno T.,
Yoshino S., Hazama
S., Oka M.

Dept. of Digestive Surgery and Surgical
Oncology, Yamaguchi University Graduate
School of Medicine.

[A case of cytomegalovirus colitis
during chemotherapy for esophageal
cancer].

Gan to kagaku
ryoho. Cancer &
chemotherapy,
40,12,
2127-2129,
2013

Yamamoto T.,
Maeda Y., Inoue Y.,
Tamesa T.,
Sakamoto K.,
Tokuhisa Y.,
Hashimoto N.,
Tokumitsu Y., Ueno
T., Hazama S., Oka
M.

Dept. of Digestive Surgery and Surgical
Oncology, Yamaguchi University Graduate
School of Medicine.

[A case of hepatectomy for liver
metastases of advanced colon cancer
after conversion therapy].

Gan to kagaku
ryoho. Cancer &
chemotherapy,4
0,12,1837-1839,
2013
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Yamada K.,
Sakamoto K.,
Tamesa T., Matsui
H., Shindo Y.,
Tokumitsu Y.,
Hashimoto N., Iida
M., Maeda Y.,
Tokuhisa Y., Suzuki
N., Yoshimura K.,
Ueno T., Takahashi
M., Shibuya K.,
Kondo T., Oka M.

Dept. of Digestive Surgery and Surgical
Oncology (Dept. of Surgery II),Yamaguchi
University Graduate School of Medicine.

[A resected case of hilar
cholangiocarcinoma treated with
neoadjuvant chemoradiation
therapy].

Gan to kagaku
ryoho. Cancer &
chemotherapy,4
0,12,1756-1758,
2013

Shindo Y., Hazama
S., Maeda Y.,
Sakamoto K.,
Tamesa T., Yoshino
S., Tanaka S.,
Kawano H., Oka M.

Dept. of Digestive Surgery and Surgical
Oncology, Yamaguchi University Graduate
School of Medicine.

[A case of rectal carcinoid tumor
with lymph node and liver metastasis
5 years after curative resection].

Gan to kagaku
ryoho. Cancer &
chemotherapy,4
0,12,2080-2082,
2013

Kijima T., Kanekiyo
S., Nakasuga C.,
Inoue Y., Shindo Y.,
Tsutsui M., Yoshino
S., Kubo M., Yano
M., Bimoto M.,
Kanda T., Hazama
S., Oka M.

Dept. of Digestive Surgery and Surgical
Oncology, Yamaguchi University Graduate
School of Medicine.

[A case report of a patient with
overlap syndrome systemic lupus
erythematosus( SLE) and
polymyositis( PM)whose condition
improved following treatment for
coexisting descending colon cancer].

Gan to kagaku
ryoho. Cancer &
chemotherapy,4
0,12,1936-1938,
2013

Tamesa T.,
Sakamoto K.,
Kuwahara T.,
Hashimoto N.,
Tokumitsu Y.,
Shindo Y., Iida M.,
Tokuhisa Y., Maeda
Y., Suzuki N.,
Yoshimura K., Ueno
T., Yoshino S.,
Hazama S., Oka M.

Dept. of Digestive Surgery and Surgical
Oncology, Yamaguchi University Graduate
School of Medicine.

[A case of hepatocellular carcinoma
with Vp4 tumor thrombus treated by
radiation therapy before
hepatectomy].

Gan to kagaku
ryoho. Cancer &
chemotherapy,4
0,12,1807-1809,
2013

小笠博義、田口敏
彦

山口大学整形外科
学童期スポーツ障害のアンケート調
査から整形外科医として考えること～
卓球競技より～

中国・四国整形
外科学会雑
誌,25,1,37-39,
2013

田邨一訓、村松慶
一、橋本貴弘、冨永
康弘、田口敏彦、伊
原公一郎

山口大学整形外科、国立病院機構関門医療セ
ンター

腓骨神経内ガングリオンの治療経験

中国・四国整形
外科学会雑誌,
25,1,165-169,
2013

西田周泰、田口敏
彦

山口大学大学院医学系研究科整形外科 脊髄圧迫の形態別応力解析
関節外科,32,
5,15-20,2013

吉田佑一郎、寒竹
司、今城靖明、鈴木
秀典、田口敏彦

山口大学大学院医学系研究科整形外科
腰部脊柱管狭窄症による下垂足の検
討

中部日本整形外
科災害外科学会
雑誌,56,3,
763-764,2013

富永康弘、村松慶
一、橋本貴弘、瀬戸
信一朗、田口敏彦

山口大学医学部整形外科
肘周辺転移性腫瘍による病的骨折に
対して人口肘関節置換術を行った2
例

整形外科と災害
外科,62,3,
596-598,2013

瀬戸信一朗、村松
慶一、橋本貴弘、富
永康弘、田口敏彦

山口大学医学部附属病院整形外科
β-TCPを用いた良性骨腫瘍の治療
成績―オスフェリオンRとスーパーボ
アRの比較研究―

整形外科と災害
外科,62,3,
607-611,2013

永尾祐治、今釜
崇、徳重厚典、目
昭仁、関　万成、武
藤正記、田口敏彦

山口大学整形外科
強直性脊椎炎に対し両側大径骨頭
metal on metal 人工股関節全置換術
を施行した1例

整形外科と災害
外科,62,4,
703-706,2013

小笠博義、田口敏
彦

山口大学大学院医学系研究科整形外科
Intrafocal pin を利用した小児上腕骨
顆上骨折の治療成績

中部日本整形外
科災害外科学会
雑誌整形外科災
害外科学会雑
誌,56,6,
1365-1366,2013
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Ichimiya M., Muto
M.

Department of Dermatology, Graduate School of
Medicine, Yamaguchi University, Japan

Negative-pressure suction therapy
for epidermal cysts

Nishinihon
Journal of
Dermatology,75,
3,234-236,2013

Nakamura Y.,
Nemoto K.,
Yamaguchi M.,
Ichimiya M., Muto
M.

Division of Dermatology, Yamaguchi University,
Graduate School of Medicine, Japan

A case of giant cell arteritis in which
color duplex ultrasonography was
useful for making the diagnosis

Nishinihon
Journal of
Dermatology,75,
3,200-203,2013

Nakamura Y.,
Ichimiya M.,
Nemoto K.,
Nakamura Y.,
Yamaguchi M.,
Yamada K.,
Yamamoto S., Oka
M., Muto M.

Department of Dermatology, Yamaguchi
University Graduate School of Medicine, Japan;
Department of Digestive Surgery and Surgical
Oncology, Yamaguchi University Graduate
School of Medicine, Japan

A case of giant phyllodes tumor of
the breast

Nishinihon
Journal of
Dermatology,75,
6,514-517,2013

武藤正彦 山口大学大学院医学系研究科皮膚科学分野
ヒト生体試料を利用した医学研究へ
の実践的対応

山口医学,62,
4,199-204,2013

一宮誠、柏木圭介、
武藤正彦

山口大学大学院医学系研究科皮膚科学分野
内視鏡を用いて鼠径および骨盤内リ
ンパ節郭清術を施行した2例

形成外科,56,2,
223-228,2013

一宮誠、柏木圭介、
若松研弥、武藤正
彦

山口大学大学院医学系研究科皮膚科学分野
Chronic expanding hematomaを疑っ
た外傷性横紋筋融解症の1例

臨床皮膚科,67,
10,822-824,
2013

若松研弥、浪花研
一郎、竹本朱美、一
宮誠、武藤正彦

山口大学大学院医学系研究科皮膚科学分野
高齢者に生じたStreptococcus
Equisimilisによる壊死性筋膜炎の2救
命例

加齢皮膚医学セ
ミナー,8,-,
57-59,2013

Shiraishi K.,
Nishijima Hideyasu
Matsuyama J.U.N.

Department of Urology, Yamaguchi University,
Graduate School of Medicine, Ube, Japan

Experience of microdissection
testicular sperm extraction: Initial
250 cases

Nishinihon
Journal of
Urology,75,7,
345-351,2013

Hara T., Kobayashi
K., Nishijima J.,
Kawai S.,
Matsumoto H.,
Nagao K., Sakano
S., Matsuyama H.

Department of Urology, Yamaguchi University,
Graduate School of Medicine, Ube, Japan

Clinical results of second
transurethral resection for T1/high-
grade bladder cancer

Nishinihon
Journal of
Urology,75,6,
311-317,2013

Nagata Y., Hara T.,
Matsuyama H.,
Isoyama R.

Department of Urology, Yamaguchi University,
Graduate School of Medicine, Ube, Japan;
Isoyama Urological Clinic, Ube, Japan

Castration-resistant prostate cancer
and muscle invasive bladder cancer
treated with gdc-therapy: A case
report

Nishinihon
Journal of
Urology,75,1,
22-26,2013

森重　直行
〒755-8508　山口県宇部市南小串1-1-1，山口
大学大学院医学系研究科眼科学

水疱性角膜症の瘢痕形成の検出と
臨床定期意義

山口医学,62,
2,85-90,2013

園田　康平
〒755-8508　山口県宇部市南小串1-1-1，山口
大学大学院医学系研究科眼科学

後部・汎ぶどう膜炎
Monthly Book
OCULISTA,5,8,
49-56,2013

柳井　亮二
〒755-8508　山口県宇部市南小串1-1-1，山口
大学大学院医学系研究科眼科学

神経麻痺性角膜症の病態解明、治
療薬開発進むFGLM-NH2+SSSR点
眼療法の有用性に期待

メディカルトリ
ビューン,6,0,
8,2013

柳井　亮二
〒755-8508　山口県宇部市南小串1-1-1，山口
大学大学院医学系研究科眼科学

神経麻痺性角膜症

眼科疾患　最新
の治療2013-
2015,0,0,
108-108,2013

柳井　亮二
〒755-8508　山口県宇部市南小串1-1-1，山口
大学大学院医学系研究科眼科学

神経麻痺性角膜症に対する最新の
治療法

あたらしい眼科,
30,8,1123-1125,
2013

園田　康平，吉田
倫子，近藤　峰生

〒755-8508　山口県宇部市南小串1-1-1，山口
大学大学院医学系研究科眼科学

ヒト、マウスの網膜色素変性症におけ
る眼内炎症反応

Retina
Medicine,2,2,
83-90,2013

森重　直行，植田
喜一

〒755-8508　山口県宇部市南小串1-1-1，山口
大学大学院医学系研究科眼科学

アカントアメーバ角膜炎

臨床眼科　図で
早わかり実戦！
眼科薬理,67,
11,66-71,2013
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橋本　誠, 山下裕
司.

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

めまいで発症した脳血管障害.
ENTONI1,57,-
,28-32,2013

原  浩貴
山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

喉頭微細手術
JOHNS,29,4,
739-742,2013

原  浩貴, 山下裕
司.

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

アレルギー性鼻炎.
日本臨牀　最新
臨床睡眠学,71,
-,612-617,2013

狩野有加莉, 下郡
博明, 菅原一真, 樽
本俊介, 山下裕司.

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

内視鏡下に摘出した先天性外耳道
真珠腫例.

耳鼻咽喉科臨
床,
106,9,779-781,
2013

柳井　亮二
〒755-8508　山口県宇部市南小串1-1-1，山口
大学大学院医学系研究科眼科学

特殊なデザインのハード痕楽とレンズ
１．ダブルベベルハードコンタクトレン
ズーペルーシド角膜辺縁変性攻略
法

あたらしい眼科,
30,10,
1369-1374,2013

菅原一真，山下裕
司

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

抗菌薬の適正使用とは何かーいつ
増量し，いつスイッチするかー（山口
県の臨床データより）

日本耳鼻咽喉科
感染症研究会会
誌,31,1,
35-39,2013

原　浩貴，山下裕司
山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

耳鼻咽喉科領域の病診連携を考え
る　ｰ重症化を防ぐためにｰ　扁桃周
囲膿瘍，急性喉頭蓋炎

日本耳鼻咽喉科
感染症研究会会
誌,31,1,67-71,
2013

下郡博明，菅原一
真，山下裕司

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

中耳炎手術と耳漏細菌検査

日本耳鼻咽喉科
感染症研究会会
誌,31,1,
153-156,2013

御厨剛史，山下裕
司

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

急患・急変対応マニュアル　そのとき
必要な処置と処方　内視鏡下副鼻腔
手術時の視神経管損傷

耳鼻咽喉科・頭
頸部外科,85,5,
304-308,2013

下郡博明，菅原一
真，山下裕司

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

先天性真珠腫疑い例の自然消褪過
程

耳鼻咽喉科臨
床,106,6,
505-508,2013

御厨剛史，菅原一
真，橋本誠，山下裕
司

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

山口県における2012年黄砂飛散と鼻
症状の関係についての調査

耳鼻咽喉科免疫
アレルギー,31,
2,110-111,2013

菅原一真，御厨剛
史，橋本誠，原浩
貴，山下裕司

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

プランルカスト，ステロイド点鼻薬を併
用した初期療法〜3年間の検討〜

耳鼻咽喉科免疫
アレルギー,31,
2,147-148,2013

原浩貴
山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

深頸部感染症・縦隔洞炎の取り扱
いー耳鼻咽喉科ー

日本気管食道科
学会「専門医通
信」,46,-,
18-24,2013

森重　直行
〒755-8508　山口県宇部市南小串1-1-1，山口
大学大学院医学系研究科眼科学

カタル性角膜湿潤

眼科疾患　最新
の治療2013-
2015,0,0,
122-122,2013

結膜炎

臨床フロンティア
風邪症候群と関
連疾患―そのす
べてを知ろう,
0,0,108-112,
2013

森重　直行
〒755-8508　山口県宇部市南小串1-1-1，山口
大学大学院医学系研究科眼科学

角膜障害とドライアイ―糖尿病との関
連―

月刊糖尿病ライ
フ　さかえ,0,12,
26-29,2013

山田　直之，園田
康平

〒755-8508　山口県宇部市南小串1-1-1，山口
大学大学院医学系研究科眼科学

アレルギー性結膜炎

免疫・アレル
ギー疾患イラスト
レイテッド,0,0,
340-342,2013

山田　直之
〒755-8508　山口県宇部市南小串1-1-1，山口
大学大学院医学系研究科眼科学

角膜ジストロフィ
眼科ケア　目の
解剖と病気,0,0,
96-101,2013

山田　直之
〒755-8508　山口県宇部市南小串1-1-1，山口
大学大学院医学系研究科眼科学

円錐角膜

眼科ケア　目の
解剖と病
気,0,2013年冬
期増刊,
92-95,2013

山田　直之，園田
康平

〒755-8508　山口県宇部市南小串1-1-1，山口
大学大学院医学系研究科眼科学
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(注) 1 　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するも
のと判断される主なものを記入すること。

Harada K., Harada
T., Ueyama Y.

Department of Oral and Maxillofacial Surgery,
Yamaguchi University Graduate School of
Medicine, Japan

Basic research on the combined
effect of molecular-targeted agent
Cetuximab and S-l on oral squamous
cell Carcinomas

一酸化炭素中毒間歇型の病態と予
防

藤田基，鶴田良介
 山口大学医学部附属病院先進救急医療セン
ター

Japanese Journal
of Head and
Neck
Cancer,39,3,
317-324,2013

日本集中治療医
学会雑誌,20,3,
373-379,2013

Nihon Naika
Gakkai zasshi.
The Journal of
the Japanese
Society of
Internal
Medicine,102,2,
325-334,2013

Japanese Journal
of Clinical
Radiology,58,1,
59-68,2013

Okada M.,
Matsunaga N.

Department of Radiology, Yamaguchi University
Graduate School of Medicine, Japan.

[Atherosclerosis: progress in
diagnosis and treatments. Topics: III.
Progress in diagnosis of
atherosclerosis; 3. CT and MR
imaging of atherosclerosis].

Okada M.,
Matsunaga N.,
Nakashima Y.,
Kunihiro Y.

Department of Radiology, Yamaguchi University
Graduate School of Medicine, Japan

Spectrum of CT finding in aortic
aneurysm

原浩貴
山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

第64回日本気管食道科学会総会な
らびに学術講演会　パネルディスカッ
ション　音声外科教育・診療のコツ〜
音声外科手術を始めるために〜

日本気管食道科
学会会報,64,
2,123-123,2013

原浩貴，山下裕司
山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

咽頭痛ー急性喉頭蓋炎，扁桃周囲
膿瘍

耳鼻咽喉科・頭
頸部外科,85,11,
856-862,2013

菅原一真，山下裕
司

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

耳鼻咽喉科領域のサプリメント
耳鼻咽喉科・頭
頸部外科,85,12,
1006-1011,2013

菅原一真，御厨剛
史，橋本誠，原浩
貴，大久保公裕，山
下裕司

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

プランルカスト水和物と鼻噴霧用ステ
ロイド薬を併用した花粉症初期療法
（3年間の検討）

アレルギー・免
疫,
20,12,114-122,
2013

原浩貴，山下裕司
山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

糖尿病と睡眠時無呼吸
ENTONI,161,-
,60-64,2013

菅原一真，山下裕
司

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

糖尿病と感音難聴
ENTONI,161,-
,26-31,2013

原浩貴，山下裕司
山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

内視鏡検査の合併症と対策
JOHNS,30,2,
154-156,2014

中津愛子，橋本誠，
菅原一真，山下兼
司，池田卓生，下郡
博明，山下裕司

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

難聴児の療育と支援に関わる問題点
の検討

Audiology
Japan,56,-,
735-742,2013

福田裕次郎, 花井
信広, 小澤泰次郎,
平川　仁, 鈴木秀
典, 小出悠介, 木村
隆浩, 別府慎太郎,
中多祐介, 西川大
輔, 山下裕司, 長谷
川泰久.

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

頭頸部再建手術における術後せん
妄の検討

頭頸部外科,23,
3,445-450,2014

狩野有加莉, 竹本
洋介, 藤原由貴, 菅
原一真, 下郡博明,
山下裕司.

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

診断に苦慮した結核性中耳炎症例

日本耳鼻咽喉科
感染症・エアロゾ
ル学会会誌,
2,1,38-41,2014

菅原一真, 狩野有
加莉, 橋本　誠, 下
郡博明, 山下裕司.

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

改善の乏しい小児急性中耳炎症例
に対するテビペネムピボキシルの効
果について

日本耳鼻咽喉科
感染症・エアロゾ
ル学会会誌,
2,1,19-22,2014

原  浩貴, 橋本　誠,
山下裕司.

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

DICOM viewerを用いた咽喉頭手術
の術前プランニング－OSAS手術に
おける流体解析併用の試み－

耳鼻咽喉科展
望,
56,5,308-310,
2013

橋本　誠, 御厨剛
史, 山本陽平, 原
浩貴, 山下裕司.

山口大学大学院医学系研究科耳鼻咽喉科学分
野

OsiriXを用いた咽喉頭手術プランニ
ングとしてのCT・MRIフュージョン画
像作成

耳鼻咽喉科展
望,
56,5,306-307,
2013
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(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

①山口大学医学部附属病院における臨床研究等の実施に係る標準業務手順書 

②山口大学医学部附属病院医薬品等治験・臨床研究等審査委員会における臨床研究等の審査 

に係る標準業務手順書 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年１２回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

    2 「③倫理審査委員会の開催状況」に係る報告については、平成二十六年度中の業務報告

において開催実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績を報告しても差し支えな

いこと（その場合には、その旨を明らかとすること）。  

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

①国立大学法人山口大学利益相反・責務相反マネージメントポリシー 

②国立大学法人山口大学における臨床研究に係る利益相反ポリシー 

③国立大学法人山口大学利益相反マネージメント要項 

④国立大学法人山口大学利益相反・責務相反マネージメント委員会規則 

⑤山口大学医学部附属病院における臨床研究に係る利益相反の審査手順 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年１２回 

（注）「③利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会の開催状況」に係る

報告については、平成二十六年度中の業務報告において開催実績が無い場合には、平成二十六



年四月以降の実績を報告しても差し支えないこと（その場合には、その旨を明らかとすること）。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年４回 

 ・研修の主な内容 

臨床研究の倫理に関する講習は、毎年4回開催している（④については、中国地区等の地域を 

含め実施しており、岡山大学・広島大学・山口大学で持ち回り実施を行っている）。 

内容としては、「倫理指針概念」、「研究計画書、同意説明文書の作成方法」、「被験者保 

護」、「個人情報・データの取り扱い」、「利益相反」等をテーマとしている。 

平成25年度の開催実績は、以下のとおり。 

①第1回臨床研究講習会 平成25年4月10日（水）  

②第2回臨床研究講習会 平成25年7月10日（水）  

③第7回 山口県臨床研究・治験推進セミナー 平成25年10月5日（土） 

④第7回 中国地区臨床研究・治験活性化連絡協議会 平成26年1月25日（土） 

（注）「①臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況」に係る報告については、平成二十六年度中

の業務報告において実施実績が無い場合には、平成二十六年四月以降の実績を報告しても差し

支えないこと（その場合には、その旨を明らかとすること）。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

山口大学医学部附属病院における専門医研修プログラムについては，本院の各診療科(部)長の 

管理のもとに，本院が専門基幹研修施設となり，主に山口県内の各医療圏の中核病院を専門研修 

連携施設として，専門研修施設群を形成し，基本領域専門医からサブスペシャリティ専門医まで 

取得可能となるように，体系的に研修プログラムを策定し，大学病院及び地域中核病院の医療現 

場において，数多くの症例を経験することによって，各診療領域における実践的かつ高度な専門 

的診療能力(知識及び技能)の育成を図っている。 

  また，本院においては，専門医研修を行いながら，山口大学大学院医学系研究科に進学し，学 

位を取得することが可能となっており，今後の医療の発展を支えるリサーチマインドを有する臨 

床医の養成を推進している。 

 

2 研修の実績 

  研 修 医 の 人 数           147人 

（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

  坂井田      功 第一内科 科長         ３２年  

  矢  野  雅  文 第二内科 科長         ３１年  

  谷  澤  幸  生 第三内科 科長         ３１年  

  神  田      隆 神経内科 科長         ３３年  
  渡  邉  義  文 精神科神経科 科長         ３９年  

  大  賀  正  一 小児科 科長         ３０年  

  濱  野  公  一 第一外科 科長         ２９年  

  硲      彰  一 第二外科 副科長         ２８年  

  田  口  敏  彦 整形外科 科長         ３４年  

  武  藤  正  彦 皮膚科 科長         ３５年  

  松  山  豪  泰 泌尿器科 科長         ３３年  

  園  田  康  平 眼科 科長         ２３年  

  山  下  裕  司 耳鼻咽喉科 科長         ３０年  

  松  永  尚  文 放射線科 科長         ３７年  

  澁  谷  景  子 放射線治療科 科長         ２３年  

  杉  野  法  広 産科婦人科 科長         ２９年  

  松  本  美志也 麻酔科蘇生科 科長         ３０年  

  鈴  木  倫  保 脳神経外科 科長         ３５年  

  上  山  吉  哉 歯科口腔外科 科長         ３１年  

  山  﨑  隆  弘 検査部 部長         ２８年  

  鶴  田  良  介 先進救急医療センター センター長         ２４年  

  池  田  栄  二 病理部 部長         ２９年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

（１）・研修の主な内容 放射線技術講演会 

   ・研修の期間・実施回数 講演会：2時間程度、2回 

   ・研修の参加人数 講演会第1回：27名＋部外者参加2名、第2回 28名＋部外者参加49名 

 

（２）・研修の主な内容 放射線部勉強会(水曜会) 

   ・研修の期間・実施回数 30分程度を16回 

   ・研修の参加人数 25名程度 

 

（３）・研修の主な内容 放射線部整形外科合同カンファレンス 

   ・研修の期間・実施回数 30分程度を5回 

   ・研修の参加人数 25名程度 

 

（４）・研修の主な内容 マンモグラフィ合同カンファレンス 

   ・研修の期間・実施回数 30分程度を11回 

   ・研修の参加人数 8名程度 

  

（５）・研修の主な内容 心臓CTカンファレンス 

   ・研修の期間・実施回数 60分程度を8回 

   ・研修の参加人数 ７名程度 



  

（６）・研修の主な内容 MR対応ペースメーカ勉強会 

   ・研修の期間・実施回数  60分程度を2回 

   ・研修の参加人数 30名程度 

  

（７）・研修の主な内容 MR勉強会 

   ・研修の期間・実施回数  60分程度を4回 

   ・研修の参加人数 5名程度 

 

（８）・研修の主な内容 ネットワーク勉強会 

   ・研修の期間・実施回数  60分程度を１回 

   ・研修の参加人数 17名程度 

 

（９）・研修の主な内容 データ検討会 

   ・研修の期間・実施回数  60分程度を8回 

   ・研修の参加人数 20名程度 

 

（10）・研修の主な内容 新採用者研修オリエンテーション 

   ・研修の期間・実施回数 4月1日～4月4日 

   ・研修の参加人数 69名 

 

（11）・研修の主な内容 看護記録システム研修（看護過程支援システムの概要と操作方法につ

いての研修） 

   ・研修の期間・実施回数 4月5日、8日 

   ・研修の参加人数 60名 



 

（12）・研修の主な内容 薬剤研修ステップ①（リスクマネージメントの視点から与薬管理を学

ぶ） 

   ・研修の期間・実施回数 4月23日 

   ・研修の参加人数 66名 

 

（13）・研修の主な内容 防火訓練（火災、地震時等の対応と初期消火活動について学ぶ） 

   ・研修の期間・実施回数 4月30日 

   ・研修の参加人数 69名 

 

（14）・研修の主な内容 臨床看護での安全対策（臨床看護でのリスク管理について学ぶ） 

   ・研修の期間・実施回数 5月21日 

   ・研修の参加人数 62名 

 

（15）・研修の主な内容 2か月目の振り返り（入職後のお互いの精神的ストレスを理解し、その

解決の方策・方向性が見出す） 

   ・研修の期間・実施回数 6月10日 

   ・研修の参加人数 67名 

 

（16）・研修の主な内容 救急蘇生（救急蘇生の知識、技術について学ぶ） 

   ・研修の期間・実施回数 6月17日 

   ・研修の参加人数 57名 

 

（17）・研修の主な内容 薬剤研修ステップ②（リスクマネージメントの視点から与薬管理を学

ぶ） 



   ・研修の期間・実施回数 7月17日  

   ・研修の参加人数 60名 

 

（18）・研修の主な内容 輸血の取り扱い（リスクマネージメントの視点から輸血の取り扱いに

関する基本的な知識を学ぶ） 

   ・研修の期間・実施回数 8月6日  

   ・研修の参加人数 62名 

 

（19）・研修の主な内容 6か月目の振り返り（自己の成長を認識し、同期の成長を認め、次の課

題を見出す） 

   ・研修の期間・実施回数 9月27日 

   ・研修の参加人数 65名 

 

（20）・研修の主な内容 医材センター研修（医材センターの役割、業務を理解し、滅菌物の取

り扱い方について学ぶ） 

   ・研修の期間・実施回数 10月-11月 

   ・研修の参加人数 64名 

 

（21）・研修の主な内容 看取りの看護(看取りの看護に必要な基本的な知識とその方法を学ぶ） 

   ・研修の期間・実施回数 12月2日 

   ・研修の参加人数 58名 

 

（22）・研修の主な内容 人工呼吸器の基礎知識（人工呼吸器装着患者看護のための基礎知識を

学ぶ） 

   ・研修の期間・実施回数 1月17日  



   ・研修の参加人数 56名 

 

（23）・研修の主な内容 1年目の振り返り（自己の成長を確認し、次の課題を明確にする） 

   ・研修の期間・実施回数 3月10日 

   ・研修の参加人数 49名 

 

（24）・研修の主な内容 技術演習（感染対策、清潔操作） 

   ・研修の期間・実施回数 4月9日 

   ・研修の参加人数 61名 

 

（25）・研修の主な内容 技術演習（点滴準備） 

   ・研修の期間・実施回数 4月9日 

   ・研修の参加人数 61名 

 

（26）・研修の主な内容 技術演習（静脈血採血） 

   ・研修の期間・実施回数 4月19日 

   ・研修の参加人数 63名 

 

（27）・研修の主な内容 技術演習（輸液ポンプ、シリンジポンプ） 

   ・研修の期間・実施回数 4月19日 

   ・研修の参加人数 61名 

 

（28）・研修の主な内容 技術演習（体位変換） 

   ・研修の期間・実施回数 5月14日 

   ・研修の参加人数 62名 



 

（29）・研修の主な内容 技術演習（皮下注射、筋肉注射） 

   ・研修の期間・実施回数 5月14日 

   ・研修の参加人数 64名 

 

（30）・研修の主な内容 技術演習（フィジカルアセスメント） 

   ・研修の期間・実施回数 5月28日 

   ・研修の参加人数 65名 

 

（31）・研修の主な内容 技術演習（経管栄養管理） 

   ・研修の期間・実施回数 5月28日 

   ・研修の参加人数 62名 

 

（32）・研修の主な内容 技術演習（吸引・吸入） 

   ・研修の期間・実施回数 6月25日 

   ・研修の参加人数 59名 

 

（33）・研修の主な内容 技術演習（導尿） 

   ・研修の期間・実施回数 6月25日 

   ・研修の参加人数 60名 

 

（34）・研修の主な内容 技術演習（静脈留置針の挿入） 

   ・研修の期間・実施回数 7月31日 

   ・研修の参加人数 58名 

 



（35）・研修の主な内容 フォローアップ研修 

   ・研修の期間・実施回数 8月20日、8月21日、9月10日、10月11日、10月21日、11月13日、 

               12月11日 

   ・研修の参加人数 延べ39名 

 

（36）・研修の主な内容 技術演習（心電図モニター） 

   ・研修の期間・実施回数 11月8日 

   ・研修の参加人数 58名 

 

（37）・研修の主な内容 多重課題シミュレーションⅠ 

   ・研修の期間・実施回数 7月2日 

   ・研修の参加人数 58名 

 

（38）・研修の主な内容 多重課題シミュレーションⅡ 

   ・研修の期間・実施回数 2月21日 

   ・研修の参加人数 55名 

 

（39）・研修の主な内容 プリセプター研修①（プリセプターの目的、役割について学ぶ） 

   ・研修の期間・実施回数 3月25日 

   ・研修の参加人数 44名 

 

（40）・研修の主な内容 プリセプター研修②（プリセプターとしての必要な知識・能力・態度

を養う） 

   ・研修の期間・実施回数 6月5日  

   ・研修の参加人数 42名 



 

（41）・研修の主な内容 プリセプター研修③（今後6か月の具体的な目標設定の方法について学

ぶ） 

   ・研修の期間・実施回数 9月19日 

   ・研修の参加人数 41名 

 

（42）・研修の主な内容 プリセプター研修④（プリセプターの役割について再確認し、今後の

課題を明確にする） 

   ・研修の期間・実施回数 3月21日 

   ・研修の参加人数 31名 

 

（43）・研修の主な内容 看護研究基礎コース（倫理的配慮を含む実践計画書の準備ができ、看

護研究に必要な基本的な知識を学ぶ） 

   ・研修の期間・実施回数 2月17日 

   ・研修の参加人数 36名 

 

（44）・研修の主な内容 看護研究を完成させる実践コース①～③ 

   ・研修の期間・実施回数 4月22日、5月29日、10月16日 

   ・研修の参加人数 延べ112名 

 

（45）・研修の主な内容 リーダーシップ基礎 

   ・研修の期間・実施回数 6月25日 

   ・研修の参加人数 29名 

 

（46）・研修の主な内容 リーダーシップ実践 



   ・研修の期間・実施回数 7月29日 

   ・研修の参加人数 29名 

 

（47）・研修の主な内容 2年目の振り返り①（事例検討を通して、自己の看護倫理観を高める） 

   ・研修の期間・実施回数 10月4日 

   ・研修の参加人数 43名 

 

（48）・研修の主な内容 2年目の振り返り②（日々の看護を振り返り、自己の看護観を高める） 

   ・研修の期間・実施回数 3月5日 

   ・研修の参加人数 44名 

 

（49）・研修の主な内容 3年目の振り返り（部署での自分の役割を理解する） 

   ・研修の期間・実施回数 3月8日 

   ・研修の参加人数 55名 

 

（50）・研修の主な内容 クリティカルケア院内研修（一般病棟では経験できない看護技術を経

験し、急変対応に必要なアセスメント能力について理解する） 

   ・研修の期間・実施回数 1月～3月の月～金の連続5日間 

   ・研修の参加人数 9名 

 

（51）・研修の主な内容 看護研究を支援するスキルを養う研修 

   ・研修の期間・実施回数 2月24日 

   ・研修の参加人数 53名 

 

（52）・研修の主な内容 看護記録①（看護記録の本来の意味及び記録監査を行う意義とその考



え方を学ぶ） 

   ・研修の期間・実施回数 5月14日 

   ・研修の参加人数 97名 

 

（53）・研修の主な内容 看護記録②（当院看護記録マニュアルの基本的ルールを学ぶ） 

   ・研修の期間・実施回数 9月13日 

   ・研修の参加人数 80名 

 

（54）・研修の主な内容 チーム医療と組織での役割 

   ・研修の期間・実施回数 1月29日 

   ・研修の参加人数 20名 

 

（55）・研修の主な内容 看護管理研修 

   ・研修の期間・実施回数 12月7日 

   ・研修の参加人数 84名 

 

（56）・研修の主な内容 昇任管理者研修オリエンテーション 

   ・研修の期間・実施回数 3月12日 

   ・研修の参加人数 5名 

 

（57）・研修の主な内容 院内看護管理入門研修 

   ・研修の期間・実施回数 4月24日、5月22日、6月26日、7月24日、8月28日、9月25日、 

 10月23日、11月27日、12月18日、1月22日 

   ・研修の参加人数 延べ318名 

 



（58）・研修の主な内容 酸素療法（酸素療法についての基本的な知識を習得する） 

   ・研修の期間・実施回数 8月7日 

   ・研修の参加人数 62名 

 

（59）・研修の主な内容 院内看護研究発表会（看護研究発表会を通して看護の質の向上、発展、

創造性を求めて互いに研鑽を積む） 

   ・研修の期間・実施回数 1月25日 

   ・研修の参加人数 251名 

 

（60）・研修の主な内容 院内ICLS研修 

   ・研修の期間・実施回数 5月13日、6月6日、7月1日、8月1日、9月2日、10月3日、   

               11月11日、12月5日、1月6日、2月6日、3月3日 

   ・研修の参加人数 延べ68名 

 

（61）・研修の主な内容 心電図基礎コース（心電図についての知識を習得し、看護実践に活か

す能力を養う） 

   ・研修の期間・実施回数 5月11日、18日 

   ・研修の参加人数 29名 

 

（62）・研修の主な内容 心電図ステップアップコース 

   ・研修の期間・実施回数 6月1日 

   ・研修の参加人数 16名 

 

（63）・研修の主な内容 がん看護セミナー  

   ・研修の期間・実施回数 6月11日 



   ・研修の参加人数 87名 

 

（64）・研修の主な内容 看護必要度研修① 

   ・研修の期間・実施回数 7月16日、22日 

   ・研修の参加人数 270名 

 

（65）・研修の主な内容 看護必要度研修②  

   ・研修の期間・実施回数 12月9日、17日 

   ・研修の参加人数 199名 

 

（66）・研修の主な内容 褥瘡予防とスキンケア（褥瘡予防に関するポジショニングとスキンケ

ア） 

   ・研修の期間・実施回数 7月9日、9月25日、1月27日  

   ・研修の参加人数 延べ340名 

 

（67）・研修の主な内容 報告会①②（医療や看護の動向及び専門的知識を習得する） 

   ・研修の期間・実施回数 9月5日、2月20日 

   ・研修の参加人数 延べ247名 

 

（68）・研修の主な内容 退院調整と地域連携（入院時より退院を見据えた支援を行うことの重

要性を理解し、その方法を学ぶ）  

   ・研修の期間・実施回数 10月15日 

   ・研修の参加人数 67名  

 

（69）・研修の主な内容 「看護現場学」講演会  



   ・研修の期間・実施回数 11月9日 

   ・研修の参加人数 118名 

 

（70）・研修の主な内容 院内認定看護師コース（がん看護・救急看護） 

   ・研修の期間・実施回数 7月23日、9月24日、11月26日、2月25日 

   ・研修の参加人数 延べ70名 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

（１）・研修の主な内容 院内機能と組織、看護助手業務の概要、接遇、コミュニケーション 

   ・研修の期間・実施回数 4月10日 

   ・研修の参加人数 56名 

 

（２）・研修の主な内容 安全・個人情報保護、グループワーク   

   ・研修の期間・実施回数 5月7日 

   ・研修の参加人数 57名 

 

（３）・研修の主な内容 感染対策  

   ・研修の期間・実施回数 6月4日 

   ・研修の参加人数 58名 

 

（４）・研修の主な内容 日常生活に関わる業務（環境整備、清潔、排泄、食事等 

   ・研修の期間・実施回数 7月3日 

   ・研修の参加人数 58名 

 



（５）・研修の主な内容 GW（接遇、コミュニケーションについて）  

   ・研修の期間・実施回数 7月30日 

   ・研修の参加人数 60名 

 

（６）・研修の主な内容 移送  

   ・研修の期間・実施回数 9月4日 

   ・研修の参加人数 61名 

 

（７）・研修の主な内容 一次救命措置  

   ・研修の期間・実施回数 10月2日 

   ・研修の参加人数 61名 

 

（８）・研修の主な内容 GW（1年間のふりかえり）  

   ・研修の期間・実施回数 3月18日 

   ・研修の参加人数 59名 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的

な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務



する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。なお、平成二十六年度中

の業務報告においては、平成二十六年四月以降の実績（計画）を報告しても差し支えないこと

（その場合には、その旨を明らかにすること）。 

 

 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    2．現状  
管理責任者氏名 病院長 田口 敏彦 

  管理担当者氏名 総務課長 久保 公四郎 
医事課長 水津 賢治 

 
   保 管 場 所       管 理  方  法 
 診療に関する諸記録  紙媒体のカルテは入院、外来別に１

患者１ファイル方式として、保存整
理している。 
2009年9月より順次電子カルテシス
テムに移行し、移行後は電子媒体で
保管している。 

病院日誌 総務課 
処方せん 薬剤部 
手術記録、看護記録、検査所見記録、紹

介状、退院した患者に係る入院期間中の診
療経過の要約及び入院診療計画書 

診療録センター 
医療情報部 

  各科診療日誌、エックス線写真 各診療科 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 従業者数を明らかにする帳
簿 

総務課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 高度の医療の提供の実績 医事課 
 高度の医療技術の開発及び 
 評価の実績 

学術研究部研究推進課
小串地区研究・運営支援室 

 高度の医療の研修の実績 総務課 
 閲覧実績 総務課 
 紹介患者に対する医療提供 
 の実績 

医事課 
 

 入院患者数、外来患者及び 
 調剤の数を明らかにする帳
簿 

医事課 
 
 

第規
一則 
号第 
に一 
掲条 
げの 
る十 
体一 
制第 
の一 
確項 
保各 
の号 
状及 
況び 
 第 
 九 
 条 
 の 
  二 
  十 
  第 
  一 
  項 

 医療に係る安全管理
のための指針の整備状
況 

医療安全推進室 
 

 

 医療に係る安全管理
のための委員会の開催
状況  

医療安全推進室 
 

 医療に係る安全管理
のための職員研修の実
施状況 

医療安全推進室 
 

 医療機関内における
事故報告等の医療に係
る安全の確保を目的と
した改善のための方策
の状況 

医療安全推進室 
 

 専任の医療に係る安
全管理を行う者の配置
状況 

総務課 
 
 

 専任の院内感染対策
を行う者の配置状況  

総務課 
 

医療に係る安全管理を
行う部門の設置状況 

総務課 
 

 当該病院内に患者か
らの安全管理に係る相
談に適切に応じる体制
の確保状況 

医事課 
 

 



 
 

   保 管 場 所       管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 規
 則 
 第 
 一 
 条 
 の 
 十 
 一 
 第 
 一 
 項 
 各 
 号 
 及 
 び 
 第 
 九 
 条 
 の 
 二
 十 
 三 
  第 
  一 
  項 
  第 
 一 
 号 
 に 
  掲 
  げ 
  る 
  体 
  制 
  の 
  確 
  保 
  の 
  状 
  況 
 
 
 
 

 院内感染のための指
針の策定状況 

感染制御室  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 院内感染対策のため
の委員会の開催状況  

感染制御室 

 従業者に対する院内
感染対策のための研修
の実施状況  

感染制御室 

 感染症の発生状況の
報告その他の院内感染
対策の推進を目的とし
た改善のための方策の
実施状況  

感染制御室 
 
 
 
 

 医薬品の使用に係る
安全な管理のための責
任者の配置状況  

薬剤部 
 
 

 従業者に対する医薬
品の安全使用のための
研修の実施状況  

薬剤部 
 
 

 医薬品の安全使用の
ための業務に関する手
順書の作成及び当該手
順書に基づく業務の実
施状況   

薬剤部 
 
 
 
 

 医薬品の安全使用の
ために必要となる情報
の収集その他の医薬品
の安全使用を目的とし
た改善のための方策の
実施状況 

薬剤部 
 
 
 
 
 

 医療機器の安全使用
のための責任者の配置
状況 

ＭＥ機器管理
センター 
 

 従業者に対する医療
機器の安全使用のため
の研修の実施状況 

ＭＥ機器管理
センター 
 

 医療機器の保守点検
に関する計画の策定及
び保守点検の実施状況 

ＭＥ機器管理
センター 

 医療機器の安全使用
のために必要となる情
報の収集その他の医療
機器の安全使用を目的
とした改善のための方
策の実施状況 

ＭＥ機器管理
センター 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      2．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              病院長 田口 敏彦 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              総務課長 久保 公四郎 

医事課長 水津 賢治 

 閲覧の求めに応じる場所              医学部本館２階 相談室 

外来診療棟１階 患者相談室 

 閲覧の手続の概要 

 ・閲覧申込 閲覧申込書を総務課総務係に提出する 

 ・承 認 者 病院長 

 ・閲覧方法 指定した日時・場所で行う 

 ・返納方法 当日返納とし、総務課総務係に返納する 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延        ０件 
  閲 覧 者 別   医        師    延        ０件 

  歯  科  医  師    延        ０件 
      国    延        ０件 
  地 方 公 共 団 体    延        ０件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



 
 
 

 
 

（様式第 6） 

 

規則第１条の１１第１項各号及び第９条の２３第１項第１号に掲げる体制の確保の状況 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容：医療事故防止規則、医療安全管理委員会、マニュアル等の整備。 
 
 
 
 
 
 
② 医療に係る安全管理のための委員会の開催状況 

 
     年 １２ 回 

 
 ・ 活動の主な内容：医療事故防止、医療訴訟の対策に関することを審議。 
 
 
 
 
 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 ２ 回 

 
 ・ 研修の主な内容：H26.5.27、H26.7. 2 医療安全講習会実施 

上記以外にＶＴＲ講習会も数回行い、曜日、時間帯を変え 
医療従事者の年2回受講を促している。 

 
 
 
 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
   医療安全推進室を中心に新規の様式作成や、運用上のマニュアル、フロー図等の改善策の策定

を行い、状況に応じて、各部署の意見等を取り入れ実行可能なものとしている。 
 
 
⑤ 専任の医療に係る安全管理を行う者の配置状況 

 
 有（ ３名）・無 

 
⑥ 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（ ６名）・無 

 
⑦ 医療に係る安全管理を行う部門の設置状況 

 
     有・無 

 
  ・ 所属職員： 専任（ ３ ）名 兼任（ １ ）名 
 ・ 活動の主な内容：・医療事故防止に関すること。 
           ・重大な又は、部門を横断する医療事故発生後の対応・調整。  
           ・医療安全に関する教育・啓発等に関すること。 
           ・医療安全の全国ﾈｯﾄﾜｰｸに関すること。 
 
 
⑧ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状
 況 
 

 
      有・無 
 
 

 
 
 
 



 
 
 

 
 
（様式第 6） 
 

院内感染対策のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

(1)  感染対策に関する基本的考え方 
(2)  医療関連感染対策のための委員会の組織に関する基本的事項 
(3)  医療関連感染対策のための職員に対する研修に関する基本方針 
(4)  感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
(5)  医療関連感染発生時の対応に関する基本方針 
(6)  患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 
(7)  本病院における医療関連感染対策の推進のために必要な基本方針 

 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 １２ 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

(1)  感染の予防に関すること 
(2)  予防対策実施の指導に関すること 
(3)  感染予防の教育に関すること 
(4)  職員の検診とその実施に関すること 
(5)  検診結果に基づく判定及び事後指導に関すること 
(6)  院内感染の原因調査、経過の追跡、整理及び分析等に関すること 
(7)  山口大学医学部附属病院感染制御室の管理及び運営に関すること 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 ２ 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

(1)  医療関連感染防止のための基本的知識の習得 
(2)  処置別感染防止のための基本的知識の習得と最新の情報を知る 
(3)  抗菌薬の適正使用に関連したこと 
(4)  職業感染対策について 

  

平成 25 年度については、以下の内容で全職員を対象として研修を実施した。 

①研修会 
開 催 日：平成25年 4月24日 
テ ー マ：「感染対策の基本」  
講   師：院内講師 
ビデオ講習：平成25年5月13日、平成25日7月12日、平成25年9月19日、平成26年2月10日 

②研修会 
開 催 日：平成25年10月 8日 
テ ー マ：「ＭＲＳＡから患者を守る！～感染予防策，検査の解釈と治療～」 
講   師：院外講師 
ビデオ講習：平成25年11月5日、平成25年12月4日、平成25年12月9日、平成26年1月10日 

      
※平成26年3月、未受講の職員にＤＶＤを送付し視聴してもらい、部署ごとに視聴を証明しても
らった。 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 

・収集した各データや問題点をＩＣＴ会にて検討している。 
・対策を検討し必要な項目は、感染対策委員会へ提案、協議をしている。 

 



 
 
 

 
 
（様式第 6） 
 

医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医薬品の使用に係る安全な管理のための責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 ７ 回 

 
 ・ 研修の主な内容：平成２５年度については、以下の内容で研修を実施した。 

研修日 対象者 研修内容 講師 

25.04.02 研修医 

薬剤部の利用について 

処方箋の取扱いについて 

麻薬の取扱いについて 

薬剤部長 

副薬剤部長 

25.04.02 
医療職員新

採用者 
薬剤部の機構と運営 

薬剤部長 

副薬剤部長 

25.04.21 看護師 薬剤の管理 ―リスクマネジメントの観点から― 注射調剤主査 

25.04.26 全職員 
臨時医療安全研修会「これだけは守ってほしい麻薬

の取扱いのルール」 
副薬剤部長 

25.05.29 新採用医師 薬による事故を起こさないために 副薬剤部長 

26.01.16 看護師 薬物動態、抗がん剤、RIでの薬剤師の活動について 病棟担当薬剤師 

26.02.19 看護師 
院内における薬剤部の働きおよび1-6Wで多用され

る薬剤の特質性と注意点 
病棟担当薬剤師 

 

 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 業務の主な内容： 

（１）医薬品の適正な採用 
（２）医薬品の適正な管理 
（３）処方箋への記載・投与指示と調剤 
（４）患者への適正な投与と服薬に関する指導（薬剤管理指導） 
（５）医薬品の適正使用のための情報管理（安全性情報収集と提供） 
（６）他の医療提供施設との連携   

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医薬品の安全使用を目的とした改善
  のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

（１）医薬品を適正に使用するため、医薬品の安全性情報と患者情報の収集を行う。 
（２）経過観察が必要な薬剤の投与にあたっては、投与中・投与後の経過観察を継続して行う。 
（３）特に、発売１年以内の新薬については、副作用のモニタリングを行う。 
（４）特定薬剤の血中濃度モニタリングを実施する。 
（５）薬剤部より月１回「DI EXPRESS」を発行している。 
（６）処方オーダーなど病院情報システムを利用するものについては、医療情報部と連携し、情

報を当該端末機にホームページでお知らせする。 
（７）リスクマネージャー連絡会議などを通じて事故防止対策を周知している。 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
（様式第 6） 
 

医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 
 
 
① 医療機器の安全使用のための責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年１８回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

有効性・安全性に関する事項 
    使用方法に関する事項 
    保守点検に関する事項 
    不具合が発生した場合の対応 
    法令上遵守すべき事項 
 
 
 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 

使用前点検、使用中点検、定期点検 
 
 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる情報の収集その他の医療機器の安全使用を目的とした
  改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

「ＭＥだより」の配布 

    「医療機器安全だより」(メーリングリスト)の配信 

    回収・改修情報の周知 等 

 

 
 
 
 
 
 
 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

  日本医療機能評価機構 

  平成26年4月4日付けで「病院機能評価（機能種別版評価項目3rdG：Ver.1.0）一般病院２」に

認定。 

 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

  HP、冊子等の広報媒体を通して、情報を発信している。 

 

 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

  他科とのコンサルテーション 

 

 

 

 

 


